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食品安全研究会 

【食品リスク研究部会】 

 

1, 2月 ・食品リスク評価のレベルアップのための勉強会として、3/19に国立医薬品食品衛生

研究所 安全情報部長・畝山智香子先生に講演を依頼していたが、新型コロナウイル

スの影響を受けて、延期とした。なお、同日の部会については予定通り実施する（但

し、WEB会議）。 

・元・国立医薬品食品衛生研究所 変異遺伝部長・林真先生よりご紹介頂いた「"A 

Natural Mistake: Why natural, organic, and botanical products are not as safe 

as you think"（Dr. Jim MacGregor著：元FDA）」に関する翻訳本の出版、国内

シンポジウムの開催について検討を開始。費用・著作権等の契約について明確化、

部会にて協議し、承認が得られれば着手予定。 

3, 4月 2020年度第 1回目の部会を開催（2020年 3月 19日Web会議）。 

・新規活動「"A Natural Mistake: Why natural, organic, and botanical products are 

not as safe as you think"（Dr. Jim MacGregor著：元 FDA）」の情報発信（翻訳

本の出版、国内シンポジウムの開催）について部会承認が得られた。5 月中旬を目

処に翻訳を開始、その後、林真先生、森田健先生の指導の下、修正を行う。並行し

て出版関係（E-book、POD）、費用他について検討することとした。 

・「食品リスク評価上の課題解決・高齢者が摂取する食品の安全性評価の考え方、方

法論の整備、発信」の報告書について次回部会までに 1次案を作成し、協議するこ

ととした。 

・なお、国衛試安全情報部長・畝山智香子氏の講演については次回部会に延期となっ

た。 

・次回部会は 7/10（金）に予定。 

5, 6月 ・新規活動「"A Natural Mistake: Why natural, organic, and botanical products are 

not as safe as you think"（Dr. Jim MacGregor著）」の情報発信として、書籍の翻

訳を検討。部会メンバーで分担して、翻訳（案）を作成、林真先生、森田健先生の

指導の下、年内を目処に推敲を繰り返し、翻訳を完成させる。 

・「食品リスク評価上の課題解決・高齢者が摂取する食品の安全性評価の考え方、方

法論の整備、発信」の報告書について 1次案を作成、次回（7/10）部会にて協議す

る。 

・国衛試安全情報部長・畝山智香子先生による食品中化学物質のリスク分析、リスク

コミュニケーションに関する講演会を 7/10開催予定。 

7, 8月 2020年度第 2回目の部会を開催（2020年 7月 10日 ILSI会議室＋Web会議）。 

・新規活動「"A Natural Mistake: Why natural, organic, and botanical products are 

not as safe as you think"（Dr. Jim MacGregor著）」の情報発信として、書籍の翻訳

を検討。林真先生、森田健先生の修正をもとに、部会メンバーで分担して、推敲、追

加説明の必要な個所の抽出を行うこととした。引き続き、林真先生、森田健先生の指

導の下、年内を目処に推敲を繰り返し、翻訳を完成させる。 

・「食品リスク評価上の課題解決・高齢者が摂取する食品の安全性評価の考え方、方

法論の整備、発信」の報告書について構成を一部変更、2021年 6月発行予定のイルシ



ー誌への投稿を目指し、年内に報告書案を完成することとした。 

・参加企業の食品リスク評価のレベルアップのための勉強会として、国立医薬品食品

衛生研究所安全情報部長・畝山智香子先生をお招きし、「ほんとうの食の安全を考え

る」~食品中化学物質のリスクについて~と題して講演会を開催、29名聴講（ILSI会

議室にて講演、同時にWeb配信）。イルシー誌 144号に掲載予定。 

・次回部会は 10月 7日に開催予定。 

9, 10月 2020年度第 3回目の部会を開催（10月 7日Web会議）。 

・新規活動「"A Natural Mistake: Why natural, organic, and botanical products are 

not as safe as you think"（Dr. Jim MacGregor著）」の情報発信として、翻訳本の

出版に加えてシンポジウムの開催を検討。シンポジウムの概要（形式、日程、集客

人数等）、コンセプト、演題案を協議し、概ね合意した。 

・「食品リスク評価上の課題解決・高齢者が摂取する食品の安全性評価の考え方、方

法論の整備、発信」の報告書について 11 月初までに初案を作成し、部会で協議す

ることとした。2021年 5月発行予定のイルシー誌への投稿を目指す。 

11, 12月 ・「"A Natural Mistake: Why natural, organic, and botanical products are not as 

safe as you think"（Dr. Jim MacGregor著）」翻訳本の出版に向け、日本語題名・副

題、裏表紙、背表紙及び章末の用語解説・参考情報とその引用許可、ILSI Japan 食

品リスク研究部会としての「翻訳・出版に向けて」の記載内容について検討した。各

項目について案を作成し、監訳者の林先生、森田先生の了解を頂くとともに、引用の

許可を得た。 

・「食品リスク評価上の課題解決・高齢者が摂取する食品の安全性評価の考え方、方

法論の整備、発信」の報告書について 2021年 5月発行予定のイルシー誌への投稿を

目指し、初案を作成、修正中。詳細について、次回部会で協議することとした。次回

部会は 2021年 1月 20日を予定。 

 


